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右図のように，BC＝7，CA＝3，AB＝5 の三角形 ABC に内

接する正方形 DEFG に連結する無限個の正方形を考える。 

このとき，三角形 ABC 内のすべての正方形の面積和を求め

よ。 

 

 

（解）A から BC に下ろした垂線の足を H とする。 
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いま， zCEyBDxDE  ,, とおく。
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三角形 ABC を線分 GD，FE で 3 分割して考える。 

[1] 五角形 AGDEF に含まれるすべての正方形の面積和を S(A) 

[2] ⊿GBD に含まれるすべての正方形の面積和を S(B) 

[3] ⊿FCE に含まれるすべての正方形の面積和を S(C) 

とする。 

[1]  ⊿AGF に含まれる最初の正方形の辺の長さをαとする。 

⊿AGF∽⊿ABC より，α：GF＝GF：BC，α： x ＝ x ：7，∴α＝
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以下，正方形の辺の長さは
7

x
倍ずつ小さくなっていく。 

S(A)は無限等比級数で，初項は正方形 DEFG の面積
2x で， 公比は
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[2] ⊿GBD に含まれる最初の正方形の辺の長さをβとする。 

β＝
yx

y
x

xy

yx

GDBD

GDBD










 

この長さは正方形 DEFG の辺の長さ GD の )10( 



 yx

y

yx

y
倍であるから， 

以下，正方形の辺の長さは
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S(B)は無限等比級数で，初項は一辺βの正方形の面積
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[3] [2]と同様に 
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…③ 

以上，①，②，③より 

S(A)＋S(B)＋S(C)＝
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 …（答） 
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